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平成 30 年度 市民参加手続き事後評価事業一覧 

整理

番号 
事業名等 部課等名 評価結果 

1-1 2019 推進計画の策定 企画財政部 企画課 適切である 

1-2 地域公共交通網形成計画の作成 企画財政部 企画課 適切である 

1-3 立地適正化計画の作成 企画財政部 企画課 適切である 

1-4  平成 31年度当初予算の作成 企画財政部 財政課 適切である 

1-5 
次期子供・子育て支援プラン（平成 32 年度～）

の作成 
子育て支援部 子ども家庭課 適切である 

1-6 子どもの貧困に対する実態調査 子育て支援部 子ども家庭課 適切である 

1-7 北広島市下水道事業経営戦略の作成 水道部 下水道課 適切である 

2-1 北広島団地地区の容積率緩和検討について 企画財政部 都市計画課 適切である 

2-2 国民健康保険税条例の一部改正について 保健福祉部 保険年金課 適切である 

2-3 子ども・子育て支援プランの変更 子育て支援部 子ども家庭課 適切である 

2-4 
まちづくり基本構想・基本計画（防災食育施設整

備） 
学校給食センター 適切である 

2-5 北広島市観光基本計画について 経済部 観光振興課 適切である 
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平成 30 年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

整理 
番号 

1-1 事業名 2019 推進計画の作成 

部課名 企画財政部 企画課 
対象事業等の 

区分 

(1)市の基本構想、基本計画その他市の基本的な

事項を定める計画の策定又は変更 

１ 事業概要 

概要 
第 5 次総合計画における基本計画に掲げた施策を効果的に実施するため、平成 31 年度から平成

32 年度までの具体的事業や活動を年次的に示した 2019 推進計画を作成する。 

２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

 専門的な内容について議論を行う必要があるため。（構成メンバー：学識経験者、公募による市民） 

☑市民説明会等 

 テーマに対して市民がどのような考えを持っているのかを把握する。 

☑パブリックコメント 

市民へ広く周知し、意見を求めるため。（対象：市民） 

□アンケート調査 

 

□その他（      ） 

 

３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会 議 等

の名称 
北広島市総合計画推進委員会 

会 議 等

の名称 
北広島市総合計画推進委員会 

開 催 時

期 
平成 30 年 4 月～平成 31年 3 月 開 催 時

期 
平成 30 年 5 月～平成 31年 3 月 

開催日 平日 開催時間帯 日中 開催日 平日 開催時間帯 10：00～ 

回数 5 回予定 回数 4 回 

委 員 の

募 集 時

期 

平成 27 年度募集済み 

（任期：H27.5.1～H30.4.30） 

募 集 時

期 
平成 27 年度募集済 

公募枠 1 人 応募者数 1 人 結果 1 人 

委 員 の

選 出 方

法 

公募市民については小論文と面接により選考する 
学識経験者は経験等を考慮し選考する 

委 員 の

選 出 方

法 

公募市民については小論文と面接により選考する 
学識経験者は経験等を考慮し選考する 

委 員 人

数 
 5 人 委 員 人

数 
5 人 出席率 95％ 

委 員 構

成内訳 

公募市民 1 人  団体代表者  人 

学識経験者 4 人 
委 員 構

成内訳 

公募市民  1 人  団体代表  人 

学識経験者 4 人  その他  人 
会 議 開

催予定 
☑公開  □非公開 

会 議 開

催状況 
☑公開 □非公開 傍聴人数 13 人 

開 催 日

等 

周 知 方

法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

開 催 日

等 

周 知 方

法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予 算 内

訳 
委員報酬 210 千円   交通費 35 千円 費 用 内

訳 
委員報酬 114,000 円 交通費 20,360 円 
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■市民説明会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

開催時期 10 月 開催時間帯 未定 開催日 11～12 月 開催時間 10：00～12：00 

開催内容 
□市民説明会 ☑ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 
開催内容 

□市民説明会 ☑ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 

回数 １回 回数 4 回 

場所 未定 場所 
芸術文化ホール、農民研修センター、西の里

会館、夢プラザ 

参加人数 30 人 参加人数 30 人 

対象者 18 歳以上の市民 参加内訳 16 歳以上の市民 

周知方法 
□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター ☑その他（無作為抽出による依頼） 
周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター ☑その他（無作為抽出による依頼） 

予算内訳 報償費 170 千円 役務費 134 千円 費用内訳 報償費 108,924 円 役務費 119,206 円 

特記事項  特記事項 次期総合計画を題材に、議論を実施した。 

 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出時

期 
平成 30 年 12 月 

意見提出期

間 
平成 30 年 12 月 15 日～平成 31 年 1 月

15 日 

日数 30 日間 日数 30 日間 

周知方法 
☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資

料コーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資

料コーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数  10 件 提出結果 14 件、4人 

実施にあた

り工夫する

こと 

資料作成にあたっては、新規・拡大等に区分して具
体的にどのような事業に力を入れているのかな
ど、わかりやすい内容とする。 

意見の取り

扱い 

案の修正は行わなかったが、今後の参考とし

た。 

結果の公表 ☑有 □無 時期 平成 31 年 2 月 結果の公表 ☑有 □無 時期 平成 31 年 2 月 

 

■アンケート調査 

予 定 結 果 

調査方法  調査方法  

実施時期   月 実施時期 平成 年 月 日～平成 年 月 日 

実施回数   回 実施回数   回 

対象者  対象者  

配布数  配布数   件 

回収数   件（回収率  ％） 回収数   件（回収率  ％） 

予算内訳  費用内訳  

 

■その他 

予定 結果 
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４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

≪市民会議開催の周知を広報でもお願いしたい≫ 

 

☑適切である □概ね適切である □適切でない 

【評価を受けての対応】 

市民会議については、次期総合計画策定で実施。 

広報で周知することにより、傍聴者も訪れた。 

 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

北広島市総合計画推進委員会や市民会議を通じて、市民の意識や意向の把握、専門的な視点からの提言を受
けることができた。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

☑審議会等 

資料を事前配布することで、活発な意見交換が行われ、今後のまちづくりに関し専門的な視点からの提言を
受けた。 
 
□市民説明会等 

 
☑パブリックコメント 

想定件数 10 件を超える 14 件の意見があった。 
 
□アンケート調査 

 
□その他（        ） 

 

 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
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平成 30 年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

整理 
番号 

1-2 事業名 地域公共交通網形成計画の作成 

部課名 企画財政部 企画課 
対象事業等の 

区分 

(1)市の基本構想、基本計画その他市の基本的な

事項を定める計画の策定又は変更 

１ 事業概要 

概要 

公共交通の現状と課題を踏まえ、将来を見据えた持続性ある公共交通網の構築に向け、北広島
市地域公共交通活性化協議会を設置し、公共交通事業者や道路管理者、公安委員会、地域公共交
通の利用者が一堂に会して、本市に望まれる公共交通のあり方を検討し、地域公共交通網形成計
画を作成する。 

２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

 専門的な内容について議論を行う必要があるため。（構成メンバー：公共交通事業者、道路管理者、公安

委員会、地域公共交通利用者、公募による市民、学識経験者、行政） 

☑市民説明会等 

 幅広く市民の意見を聞くため、地域意見交換会を実施するほか、パブリックコメントに合わせて市民説明

会も実施する。 

☑パブリックコメント 

市民へ広く周知し、意見を求めるため。（対象：市民） 

□アンケート調査 

 

□その他（      ） 

 

３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
北広島市地域公共交通活性化協議会 

会 議 等 の

名称 
北広島市地域公共交通活性化協議会 

開催時期 平成 30 年 4 月～平成 31年 3 月 開催時期 平成 30 年 6 月～平成 31年 3 月 

開催日 平日 開催時間帯 日中 開催日 平日 開催時間帯 日中 

回数 3 回予定 回数 3 回 

委員の募

集時期 

平成 28 年度募集済み 

（任期：H29.2.21～H32.2.20） 

募集時期 平成 28 年度募集済み 

公募枠 4 人 応募者数 4 人 結果 4 人 

委員の選

出方法 

公募市民については応募動機により選考する。 

学識経験者は経験等を考慮し選考する。 
委 員 の 選

出方法 

公募市民については応募動機により選考する。 

学識経験者は経験等を考慮し選考する。 

委員人数 25 人 委員人数 25 人 出席率 93％ 

委員構成

内訳 

公共交通事業者 6 人、道路管理者 3 人、公安委員会 1

人、団体代表者 6人、公募市民 4人、学識経験者 1人、 

行政 4人 

委 員 構 成

内訳 

公共交通事業者 6 人、道路管理者 3 人、公安委員会 1

人、団体代表者 6人、公募市民 4人、学識経験者 1人、 

行政 4人 
会議開催

予定 
☑公開  □非公開 

会 議 開 催

状況 
☑公開 □非公開 傍聴人数 3 人 

開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 委員報酬 780 千円、交通費 91 千円 費用内訳 委員報酬 318,000 円  交通費 37,446 円 
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■市民説明会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

開催時期 平成 30 年 4 月 開催時間帯 未定 開催日 平成30年4月 開催時間 18：00～19：30 

開催内容 
☑市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

☑その他（意見交換会） 
開催内容 

☑市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

☑その他（意見交換会） 

回数 5 回（各地区×1回）、市民説明会 1 回 回数 5 回 

場所 
未定 

場所 
団地住民センター、西の里会館、芸術文化

ホール、大曲会館、農民研修センター 

参加人数 
意見交換会 延べ 100 人、市民説明会 100

人 
参加人数 

94 人 

対象者 市民 参加内訳 市民 

周知方法 
☑広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター ☑その他（町内会回覧） 
周知方法 

☑広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター ☑その他（町内会回覧） 

予算内訳  費用内訳 郵便料 19,240 円 

 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出時

期 
平成 30 年 4 月 

意見提出期

間 
平成 30 年 4 月 2 日～5月 1日 

日数 30 日間 日数 30 日間 

周知方法 
☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資

料コーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資

料コーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  
説明会 

場所 

☑有 □無 時期  

 ※市民説明会の中で、事業についての説明を実

施 

想定件数 10 件 提出結果 0 件、0人 

実施にあた

り工夫する

こと 

資料作成にあたっては、計画の趣旨など
わかりやすい内容とする。 

意見の取り

扱い 
 

結果の公表 ☑有 □無 時期 平成 30 年 6 月 結果の公表 ☑有 □無 時期 平成 30 年 6 月 

 

■アンケート調査 

予 定 結 果 

調査方法  調査方法  

実施時期  実施時期 平成 年 月 日～平成 年 月 日 

実施回数  実施回数   回 

対象者  対象者  

配布数  配布数   件 

回収数  回収数   件（回収率  ％） 

予算内訳  費用内訳  

 

■その他 

予定 結果 
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４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

≪地域ごとの関心度の格差があるため、慎重な審議

を留意されたい≫ 

 

☑適切である □概ね適切である □適切でない 

【評価を受けての対応】 

地域ごとの格差に配慮した審議を行う。 

 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

協議会（専門部会を含む）、市民説明会、パブリックコメントを実施し、地区ごとの公共交通に関する課題
や市民の意見を十分に反映したうえで、公共交通網形成計画案を作成した。平成 30年 6 月に公共交通網形
成計画を策定し、策定後は、協議会（専門部会含む）において、各施策の検討を行っている。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

☑審議会等 

パブリックコメント実施後、全体協議会で審議し、地域公共交通網形成計画を策定した。（6月） 
 
☑市民説明会等 

パブリックコメント実施時期である平成 30年 4月に市民説明会を実施した。 
 

☑パブリックコメント 

協議会（専門部会含む）での審議を踏まえ、パブリックコメントを平成 30年 4 月に実施した。 
 
□アンケート調査 

 
□その他（        ） 

 

 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
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平成 30 年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

整理 
番号 

1-3 事業名 立地適正化計画の作成 

部課名 企画財政部 企画課 
対象事業等の 

区分 

(1)市の基本構想、基本計画その他市の基本的な

事項を定める計画の策定又は変更 

１ 事業概要 

概要 
都市構造の特性・課題等を踏まえ、持続可能で利便性の高い集約型都市構造の実現に向け、

その指針となる「北広島市立地適正化計画」を策定する。 

２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

□審議会等 

  

□市民説明会等 

  

☑パブリックコメント 

市民へ広く周知し、意見を求めるため。（対象：市民） 

□アンケート調査 

 

□その他（      ） 

 

３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会 議 等

の名称 
 

会 議 等

の名称 
 

開 催 時

期 
 開 催 時

期 
 

開催日  開催時間帯  開催日  開催時間帯  

回数  回 回数  回 

委 員 の

募 集 時

期 

 

募 集 時

期 
 

公募枠 人 応募者数 人 結果 人 

委 員 の

選 出 方

法 

 
委 員 の

選 出 方

法 

 

委 員 人

数 
 人 委 員 人

数 
人 出席率 ％ 

委 員 構

成内訳 

公募市民 人  団体代表者  人 

学識経験者 人 
委 員 構

成内訳 

公募市民  人  団体代表  人 

学識経験者  人  その他  人 
会 議 開

催予定 
□公開  □非公開 

会 議 開

催状況 
□公開 □非公開 傍聴人数 人 

開 催 日

等 

周 知 方

法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

開 催 日

等 

周 知 方

法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予 算 内

訳 
委員報酬   円   交通費   円 費 用 内

訳 
委員報酬      交通費 
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■市民説明会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

開催時期 
平成 30 年 5月 開催時間帯  

開催日 
平成30年8月

～10月 

開催時間 18：00～19：30 

開催内容 
☑市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 
開催内容 

☑市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 

回数  回 回数 5 回（各地区 1回） 

場所 
  

場所 
芸術文化ホール、西の里会館、大曲会館、

団地住民センター、農民研修センター 

参加人数  人 参加人数 37 人 

対象者  参加内訳 市民 

周知方法 
□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳  費用内訳  

 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出時

期 
平成 30 年 4 月 

意見提出期

間 
平成 30 年 4 月 2 日～5月 1日 

日数 30 日間 日数 30 日間 

周知方法 
☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資

料コーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資

料コーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数  10 件 提出結果 0 件、0人 

実施にあた

り工夫する

こと 

資料の作成にあたっては、計画の趣旨な
どわかりやすい内容とする。 

意見の取り

扱い 
 

結果の公表 ☑有 □無 時期 平成 30 年 6 月 結果の公表 ☑有 □無 時期 平成 30 年 6 月 

 

■アンケート調査 

予 定 結 果 

調査方法  調査方法  

実施時期   月 実施時期 平成 年 月 日～平成 年 月 日 

実施回数   回 実施回数   回 

対象者  対象者  

配布数  配布数   件 

回収数   件（回収率  ％） 回収数   件（回収率  ％） 

予算内訳  費用内訳  

 

■その他 

予定 結果 

   立地適正化計画（案）概要版を 10 月 15 日

の町内会回覧において周知した。 
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４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

≪意見なし≫ 

 

☑適切である □概ね適切である □適切でない 

【評価を受けての対応】 

 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

市民説明会、パブリックコメント、町内会回覧を実施し、市民の意見を十分に反映したうえで、立地適正化
計画案を作成した。なお、立地適正化計画は 12月に策定し、平成 31年 4月 1 日に公表した。 
 

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

□審議会等 

 
☑市民説明会等 

パブリックコメント後、立地適正化計画案についての市民説明会を 8 月、10 月に実施し、十分な説明を行
った。 
 
☑パブリックコメント 

パブリックコメントは、平成 30 年 4 月に実施した。 
 
□アンケート調査 

 
☑その他（町内会回覧） 

市民の方への十分な周知を行うための町内会回覧を 10月に実施した。 

 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
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平成 30 年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

整理 
番号 

1-4 事業名 平成 31 年度当初予算の作成 

部課名 企画財政部 財政課 
対象事業等の 

区分 
(12)当初予算の作成 

１ 事業概要 

概要 
平成 31 年度の予算作成にあたり、各担当部局からの予算要求段階における新規事業 (新たに

取組もうとする事業など) の内容についてパブリックコメントを実施する。 

２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☐審議会等 

 

□市民説明会等 

 

☑パブリックコメント 

市民へ広く周知し、意見を求めるため (対象：市民) 

□アンケート調査 

 

□その他（      ） 

 

３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会 議 等

の名称 
 

会 議 等

の名称 
 

開 催 時

期 
 開 催 時

期 
 

開催日  開催時間帯  開催日  開催時間帯  

回数  回 回数  回 

委 員 の

募 集 時

期 

 

募 集 時

期 
 

公募枠 人 応募者数 人 結果 人 

委 員 の

選 出 方

法 

 
委 員 の

選 出 方

法 

 

委 員 人

数 
 人 委 員 人

数 
人 出席率 ％ 

委 員 構

成内訳 

公募市民   人  団体代表者  人 

学識経験者  人 
委 員 構

成内訳 

公募市民  人  団体代表  人 

学識経験者  人  その他  人 
会 議 開

催予定 
☐公開  □非公開 

会 議 開

催状況 
□公開 □非公開 傍聴人数 人 

開 催 日

等 

周 知 方

法 

□広報 ☐HP ☐担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

開 催 日

等 

周 知 方

法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予 算 内

訳 
委員報酬    円 交通費    円 費 用 内

訳 
委員報酬      交通費 
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■市民説明会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

開催時期  開催時間帯  開催日  開催時間  

開催内容 
☐市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 
開催内容 

□市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 

回数  回 回数  回 

場所  場所  

参加人数  人 参加人数  人 

対象者  参加内訳  

周知方法 
□広報 ☐HP ☐担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（対象者に通知） 
周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳  円 費用内訳  

 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
平成 30 年 12 月 

意 見 提 出

期間 
平成 30 年 12 月 15 日～平成 31 年 1 月 15

日 

日数 30 日間 日数 32 日間 

周知方法 
☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料

コーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料

コーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

☐有 ☑無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数 2 件 提出結果 4 件、1人 

実施にあ

たり工夫

すること 

特になし 
意 見 の 取

り扱い 

意見による予算案の修正はなかったが、今後、事業を

進める上での参考としたい。 

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成 31 年 2 月 

結 果 の 公

表 
☑有 □無 時期 平成 31 年 2 月 

 

■アンケート調査 

予 定 結 果 

調査方法  調査方法  

実施時期   月 実施時期 平成 年 月 日～平成 年 月 日 

実施回数   回 実施回数   回 

対象者  対象者  

配布数  配布数   件 

回収数   件（回収率  ％） 回収数   件（回収率  ％） 

予算内訳  費用内訳  

 

■その他 

予定 結果 
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４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

≪意見なし≫ 

 

☑適切である □概ね適切である □適切でない 

【評価を受けての対応】 

 

 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

毎年度予算の作成に対しパブリックコメントを実施しているが、平成 31 年度予算の作成については意見募
集時の資料の様式を見直し、より市民に分かりやすい形でパブリックコメントを行うことができた。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

□審議会等 

 
□市民説明会等 

 
☑パブリックコメント 

今年度から資料の様式を見直すなどの工夫を行い、4件 1人からの意見提出があった。意見による予算案の
修正はなかったが、今後の事務を進める上での参考としたい。 
 
□アンケート調査 

 
□その他（        ） 

 

 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
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平成 30 年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

整理 
番号 

1-5 事業名 次期子ども・子育て支援プラン（平成 32 年度～）の作成 

部課名 子育て支援部 子ども家庭課 
対象事業等の 

区分 

(1)市の基本構想、基本計画その他市の基本的な

事項を定める計画の策定又は変更 

１ 事業概要 

概要 
国の基本指針に即して、幼児教育・保育及び子育て支援事業にかかる提供体制の確保や、子ども・

子育て支援法に基づく業務の円滑な実施に向け、事業計画を策定する。 

２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

専門的な分野において議論する必要があるため（構成メンバー：子ども・子育て支援に関し学識経験を有す

る者、子どもの保護者であって公募に応募したもの） 

□市民説明会等 

 

□パブリックコメント 

☑アンケート調査 

計画策定の基礎とするため（ニーズ調査を実施） 

□その他（      ） 

 

３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会 議 等

の名称 
北広島市子ども・子育て会議 

会 議 等

の名称 
北広島市子ども・子育て会議 

開 催 時

期 
平成 30 年 4 月 1 日～平成 31年 3月 31 日 開 催 時

期 
平成 30 年 5 月～平成 31年 3 月 

開催日 平日 開催時間帯 夜間 開催日 平日 開催時間帯 18 時 30 分～ 

回数 4 回/年 回数 5 回/年 

委 員 の

募 集 時

期 

平成 30 年 

募 集 時

期 
平成 29 年度募集済み 

公募枠 2 人 応募者数 3 人 結果 2 人 

委 員 の

選 出 方

法 

団体からの推薦及び公募市民（公募市民に

ついては、小作文で選考） 

委 員 の

選 出 方

法 

団体からの推薦及び公募市民（公募市民に

ついては小作文で選考） 

委 員 人

数 
 10 人 委 員 人

数 
10 人 出席率 94％ 

委 員 構

成内訳 

公募市民 2人  団体代表者 7人 

学識経験者 1人 
委 員 構

成内訳 

公募市民 2 人  団体代表 7人 

学識経験者 1 人  その他  人 

会 議 開

催予定 
☑公開  □非公開 

会 議 開

催状況 
☑公開 □非公開 傍聴人数 1 人 

開 催 日

等 

周 知 方

法 

□広報 ☑HP ☐担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

開 催 日

等 

周 知 方

法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予 算 内

訳 
委員報酬 240 千円 交通費 24千円 費 用 内

訳 
委員報酬 246,000 円 交通費 19,956 円 
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■市民説明会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

開催時期  開催時間帯  開催日  開催時間  

開催内容 
☐市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 
開催内容 

□市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 

回数  回 回数  回 

場所  場所  

参加人数  人 参加人数  人 

対象者  参加内訳  

周知方法 
□広報 ☐HP ☐担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（対象者に通知） 
周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳  円 費用内訳  

 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
 

意 見 提 出

期間 
 

日数  日数 日間 

周知方法 
☐広報 ☐HP ☐担当課窓口 ☐出先機関等行政資料

コーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関等行政資料

コーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

☐有 □無 時期  説明会 

場所 

□有 □無 時期  

  

想定件数  件 提出結果 件、 人 

実施にあ

たり工夫

すること 

 
意 見 の 取

り扱い 

○意見を反映し、案を修正した 

○案は修正しなかった 

○その他（感想、案件以外への意見等） 
結果の公

表 
☐有 □無 時期  

結 果 の 公

表 
□有 □無 時期 平成 年 月 

 

■アンケート調査 

予 定 結 果 

調査方法 郵送配布・郵送回収 調査方法 郵送配布・郵送回収 

実施時期 11 月 実施時期 平成 30 年 12 月 12 日～26 日 

実施回数 1 回 実施回数 1 回 

対象者 就学前児童保護者 1,500 人 

小学生保護者 1,500 人 

対象者 就学前児童保護者 1,500 人 

小学生保護者 1,500 人 

配布数 3,000 部 配布数 3,000 件 

回収数  回収数 1,438 件（回収率 47.9％） 

予算内訳 委託料 3,080 千円 費用内訳 委託料 1,910,606 円 

 

■その他 

予定 結果 
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４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

≪意見なし≫ 

 

☑適切である □概ね適切である □適切でない 

【評価を受けての対応】 

 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

子ども・子育て会議での意見やニーズ調査の結果を反映し、計画原案を策定する。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

☑審議会等 

審議会において計画策定に必要なニーズ調査の内容や現計画の進捗状況などについて意見をもらった。 
 

□市民説明会等 

 
□パブリックコメント 

 
☑アンケート調査 

ニーズ調査の結果を令和元年度に策定する計画に反映する。 
 
□その他（        ） 

 

 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
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平成 30 年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

整理 
番号 

1-6 事業名 子どもの貧困に対する実態調査 

部課名 子育て支援部 子ども家庭課 
対象事業等の 

区分 

(13)その他市の機関が市民参加の必要があると

認めるもの 

１ 事業概要 

概要 
貧困の連鎖を断ち切るため、子どもの貧困に対する実態調査を実施し、子どもの世帯の経済状況

と生活環境や学校・家庭での過ごし方などとの関係を具体的に把握し、調査結果を踏まえた対策

の検討を実施する。 

２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

□審議会等 

□市民説明会等 

 

□パブリックコメント 

☑アンケート調査 

子どもの世帯の経済状況と生活環境や学校・家庭での過ごし方などとの関係を具体的に把握し、調査結果を

踏まえた対策を検討するため（子どもの貧困に対する実態調査を実施） 

 

□その他（      ） 

 

３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
 

会 議 等 の

名称 
 

開催時期  開催時期  

開催日  開催時間帯  開催日  開催時間帯  

回数  回数  回 

委員の募

集時期 
 

募集時期  

公募枠 人 応募者数 人 結果 人 

委員の選

出方法 
 

委 員 の 選

出方法 
 

委員人数  委員人数 人 出席率 ％ 

委員構成

内訳 

 委 員 構 成

内訳 

公募市民  人  団体代表  人 

学識経験者  人  その他  人 
会議開催

予定 
□公開  □非公開 

会 議 開 催

状況 
□公開 □非公開 傍聴人数 人 

開催日等 

周知方法 

□広報 □HP ☐担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳  費用内訳 委員報酬      交通費 
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■市民説明会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

開催時期  開催時間帯  開催日  開催時間  

開催内容 
☐市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 
開催内容 

□市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 

回数  回 回数  回 

場所  場所  

参加人数  人 参加人数  人 

対象者  参加内訳  

周知方法 
□広報 ☐HP ☐担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（対象者に通知） 
周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳  円 費用内訳  

 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
 

意 見 提 出

期間 
 

日数  日数 日間 

周知方法 
☐広報 ☐HP ☐担当課窓口 ☐出先機関等行政資料

コーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関等行政資料

コーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

☐有 □無 時期  説明会 

場所 

□有 □無 時期  

  

想定件数  件 提出結果 件、 人 

実施にあ

たり工夫

すること 

 
意 見 の 取

り扱い 

○意見を反映し、案を修正した 

○案は修正しなかった 

○その他（感想、案件以外への意見等） 
結果の公

表 
☐有 □無 時期  

結 果 の 公

表 
□有 □無 時期 平成 年 月 

 

■アンケート調査 

予 定 結 果 

調査方法 郵送配布・郵送回収 調査方法 郵送配布・郵送回収 

実施時期 8 月 実施時期 平成 30 年 9 月 28 日～10月 23 日 

実施回数 1 回 実施回数 1 回 

対象者 18 歳未満の子どもがいる家庭 2,500 世帯 

 

対象者 2 歳、5歳、小 2の子がいる保護者 

小 5、中 2、16～17 歳の子と保護者 

配布数 2,500 部 配布数 4,645 件 

回収数  回収数 2,918 件（回収率 62.8％） 

予算内訳 需用費 191 千円、役務費 500 千円 費用内訳 需用費 109,807 円 役務費 304,538 円 

 

■その他 

予定 結果 
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４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

≪アンケートの調査項目について、市の裁量があれ

ば、答えやすいよう、配慮をお願いしたい≫ 

 

☑適切である □概ね適切である □適切でない 

【評価を受けての対応】 

小中学生のアンケートについて、学校を通じて配布・

回収をすることで回収数が増えるようにした。 

 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

調査結果を活用し、市民ニーズや生活実態などから今後の施策に反映させる。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

□審議会等 

 
□市民説明会等 

 
□パブリックコメント 

 
☑アンケート調査 

調査結果を分析し、今後の施策に反映させる。 
 
□その他（        ） 

 

 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
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平成 30 年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

整理 
番号 

1-7 事業名 北広島市下水道事業経営戦略の作成 

部課名 水道部 下水道課 
対象事業等の 

区分 

(1)市の基本構想、基本計画その他市の基本的な

事項を定める計画の策定又は変更 

１ 事業概要 

概要 

下水道事業の経営は、少子高齢化の進行や施設老朽化による更新需要の増加などにより厳しい環

境に置かれているが、将来にわたり安定したサービスの維持継続が求められていることから、適

正に将来予測を行ったうえ計画的に事業を進める必要があるため、平成 31 年度から 10 年間を計

画期間とする下水道事業経営の基本的な計画となる経営戦略を作成するものです。 

２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

下水道財政及び施設整備について専門的内容を審議するため（構成メンバー：学識経験者等） 

 

□市民説明会等 

 

☑パブリックコメント 

市民へ広く周知し、意見を求めるため。（対象：市民） 

 

□アンケート調査 

 

□その他（      ） 

 

３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
北広島市下水道事業審議会 

会 議 等 の

名称 
北広島市下水道事業審議会 

開催時期 平成 30 年 10 月～平成 31年 1 月 開催時期 平成 30 年 11 月～平成 31年 1 月 

開催日 平日 開催時間帯 日中 開催日 平日 開催時間帯 日中 

回数 4 回 回数 4 回 

委員の募

集時期 
平成 28 年度募集済み 

募集時期 平成 28 年度募集済 

公募枠 3 人 応募者数 3 人 結果 3 人 

委員の選

出方法 

公募市民については、男女比、年齢、地域、在任期間な

どを考慮して選考する。 
委 員 の 選

出方法 

公募市民については、男女比、年齢、地域、在任期間な

どを考慮して選考する。 

委員人数 10 人 委員人数 10 人 出席率 85％ 

委員構成

内訳 

公募市民  4 人  団体代表者 2 人 

学識経験者 4 人 
委 員 構 成

内訳 

公募市民  4 人  団体代表 2 人 

学識経験者 4 人  その他   人 

会議開催

予定 
☑公開  □非公開 

会 議 開 催

状況 
☑公開 □非公開 傍聴人数 0 人 

開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP ☑担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP ☑担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 委員報酬 300 千円 交通費 33千円 費用内訳 委員報酬 168 千円 交通費 92 千円 
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■市民説明会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

開 催 時

期 
 開催時間帯  開催日  開催時間  

開 催 内

容 

☐市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 

開 催 内

容 

□市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 

回数  回 回数  回 

場所  場所  

参 加 人

数 
 人 参 加 人

数 
 人 

対象者  参 加 内

訳 
 

周 知 方

法 

□広報 ☐HP ☐担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（対象者に通知） 
周 知 方

法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予 算 内

訳 
 円 費 用 内

訳 
 

 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意 見 提

出時期 
平成 31 年 1 月 

意 見 提

出期間 
平成 30 年 12 月～平成 31年 1 月 

日数 30 日 日数 32 日間 

周 知 方

法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☐出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周 知 方

法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 □出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

☐有 ☑無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想 定 件

数 
10 件 提 出 結

果 
0 件、0人 

実 施 に

あ た り

工 夫 す

ること 

資料作成にあたりできるだけわかりやすい

表現に努める。 

意 見 の

取 り 扱

い 

 

結 果 の

公表 
☑有 □無 時期 平成 31 年 3 月 

結 果 の

公表 
☑有 □無 時期 平成 31 年 1 月 

 

■アンケート調査 

予 定 結 果 

調 査 方

法 

 調 査 方

法 

 

実 施 時

期 

  月 実 施 時

期 

平成 年 月 日～平成 年 月 日 

実施回

数 

  回 実 施 回

数 

  回 

対象者  対象者  

配布数  配布数   件 

回収数   件（回収率  ％） 回収数   件（回収率  ％） 

予 算 内

訳 

 費 用 内

訳 
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■その他 

予定 結果 
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４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

≪パブリックコメントにあたっては、専門的な部分

が多いため、市民にわかりやすい資料をお願いした

い≫ 

 

☑適切である □概ね適切である □適切でない 

【評価を受けての対応】 

経営戦略案のパブリックコメントにあたり、要点の

みを抜粋し、図表を多く取り入れることで、市民に

わかりやすい「概要版」を作成して、パブリックコメ

ントの参考資料としてホームページに掲載した。 

 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

下水道事業審議会、パブリックコメントを実施し、図表を多く取り入れて、また難解な用語については巻末
に用語説明ページを入れるなど、市民に分かりやすい経営戦略案を策定した。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

☑審議会等 

審議会委員から市民目線での、わかりやすい表現方法について意見をもらった。 
 
□市民説明会等 

 
☑パブリックコメント 

意見の提出はなかったが、図表を用いて、市民に分かりやすい表現とした概要版を作成した。 
 
□アンケート調査 

 
□その他（        ） 

 

 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
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平成 30 年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

整理 
番号 

2-1 事業名 北広島団地地区の容積率緩和検討について 

部課名 企画財政部 都市計画課 
対象事業等の 

区分 

(13)その他市の機関が市民参加の必要があると

認めるもの 

１ 事業概要 

概要 

北広島団地は開発から 40年余りが経過し、開発当初に建設された住宅を中心に改築更新の時期

を迎えている。その様な中で、容積率を見直すことにより、二世帯住宅等の建設促進を図り北広

島団地地区へ人の流れをつくる。 

 北広島団地活性化に向けた検討においても、建蔽率と容積率の見直しについては、人口減少と

高齢化を背景として高齢者や子育て世代にとって安心して暮らせる環境づくり、地域コミュニテ

ィの再生など北広島団地の活性化につながる施策のひとつであり、慎重に検討を進めなければな

らない課題となっている。 

２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

□審議会等 

  

□市民説明会等 

  

□パブリックコメント 

 

☑アンケート調査 

建蔽率および容積率の緩和の見直しは慎重に検討を進めなければならない課題であり、実際に二世帯住宅を建

てる見込みがある世帯やニーズを把握し、検討資料とするために「北広島団地の住環境に関する意識調査」を

実施する。 

□その他（      ） 

 

３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
 

会議等の

名称 
 

開催時期  開催時期  

開催日  開催時間帯 日中 開催日  開催時間帯  

回数  回数  

委員の募

集時期 
 

募集時期  

公募枠 人 応募者数 人 結果 人 

委員の選

出方法 
 

委員の選

出方法 
 

委員人数  委員人数 人 出席率 ％ 

委員構成

内訳 

 委員構成

内訳 

公募市民  人  団体代表 人 

学識経験者 人  その他  人 
会議開催

予定 
□公開  □非公開 

会議開催

状況 
□公開 □非公開 傍聴人数 0 人 

開催日等 

周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 委員報酬 円   交通費  円 費用内訳 委員報酬  千円 交通費  千円 



 

2 

 

■市民説明会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

開催時期 月 開催時間帯  開催日  開催時間  

開催内容 
□市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 
開催内容 

□市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 

回数  回数  回 

場所  場所  

参加人数  参加人数  人 

対象者   参加内訳  

周知方法 
□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（ ） 
周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 報償費 円 役務費 円 費用内訳  

 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
 

意見提出

期間 
 

日数  日数 日間 

周知方法 
□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 □無 時期  説明会 

場所 

□有 □無 時期  

  

想定件数  件 提出結果 件、 人 

実施にあ

たり工夫

すること 

 
意見の取

り扱い 
 

結果の公

表 
□有 □無 時期  

結果の公

表 
□有 □無 時期  

 

■アンケート調査 

予 定 結 果 

調査方法  調査方法 郵送し返信用封筒にて調査票を回収 

実施時期   月 実施時期 平成 30 年 8 月 1 日～平成 30年 10 月 4日 

実施回数   回 実施回数 1 回 

対象者  対象者 北広島団地地区の世帯主 

配布数  配布数 無作為抽出 2,000 名 

回収数   件（回収率  ％） 回収数 1,022 件（回収率 51.1％） 

予算内訳  費用内訳 役務費 郵送：144,902 円 返信：96,903 円 

 

■その他 

予定 結果 
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４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

□適切である □概ね適切である □適切でない 

【評価を受けての対応】 

 

 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

アンケート調査を実施し、北広島団地の容積率緩和について方向性を示すことができた。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

□審議会等 

 

□市民説明会等 

 
□パブリックコメント 

 
☑アンケート調査 

アンケートの結果を参考とし、北広島団地の容積率緩和について検討した。 
 
□その他（        ） 

 

 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 

 

 

 

 

  



 

4 

 

平成 30 年度 市民参加実施状況評価調書 

整理 
番号 

2-2 事業名 国民健康保険税条例の一部改正について 

部課名 保健福祉部 保険年金課 
対象事業等の 

区分 

(5)市税の税率の引上げを目的として行う条例の

制定、改正又は廃止 

１ 事業概要 

概要 

国民健康保険制度は、これまで市町村単位で運営してきましたが、平成 30年度からは、都道府

県単位で運営され、北海道は、市町村へ保険給付に要する費用を全額交付し、市町村は、北海道

が決定する「国民健康保険事業費納付金」を納付するため、北海道から示される市町村ごとの「標

準保険料率」を基に税率を決定し、保険税を賦課・徴収することとなります。 

この度の改正は、北海道から示された平成 31年度の市町村ごとの「国民健康保険事業費納付金」

及び「標準保険料率」を基に、本市における軽減対策を講じたうえで保険税率の改定を行うため、

北広島市国民健康保険税条例の一部を改正するものです。 

２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

専門的な内容について議論する必要があるため。 

□市民説明会等 

 

☑パブリックコメント 

市民へ広く周知し、意見を求めるため。 

□アンケート調査 

 

□その他（      ） 

 

３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
 

会議等の

名称 
北広島市国民健康保険運営協議会 

開催時期  開催時期 平成 30 年 8 月～平成 31年 2 月 

開催日  開催時間帯  開催日 平日 開催時間帯 18 時から 

回数  回 回数 4 回（うち対象事業の案件は 3回） 

委員の募

集時期 
 

募集時期 
平成 29 年度募集済み 

（任期：H29.8.1～H31.7.31） 

公募枠 2 人 応募者数 2 人 結果 2 人 

委員の選

出方法 
 

委員の選

出方法 

公募市民（被保険者）については、応募動機と国保

についてのレポートを提出してもらい、選考する。 

委員人数  人 委員人数 7 人 出席率 89％ 

委員構成

内訳 

公募市民   人  団体代表者  人 

学識経験者  人 
委員構成

内訳 

公募市民  2 人  団体代表  2 人 

学識経験者  2人  その他  1 人 
会議開催

予定 
☐公開  □非公開 

会議開催

状況 
☑公開 □非公開 傍聴人数 1 人 

開催日等 

周知方法 

□広報 ☐HP ☐担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 委員報酬    円 交通費    円 費用内訳 委員報酬 174 千円 交通費 22 千円 
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■市民説明会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

開催時期  開催時間帯  開催日  開催時間  

開催内容 
☐市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 
開催内容 

□市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 

回数  回 回数  回 

場所  場所  

参加人数  人 参加人数  人 

対象者  参加内訳  

周知方法 
□広報 ☐HP ☐担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（対象者に通知） 
周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳  円 費用内訳  

 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
 

意見提出

期間 
平成 31 年 1 月 24 日～平成 31年 2月 22 日 

日数  日数 30 日間 

周知方法 
☐広報 ☐HP ☐担当課窓口 ☐出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

☐有 □無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数  件 提出結果 0 件、0人 

実施にあ

たり工夫

すること 

 
意見の取

り扱い 
提出意見はなく、案は修正しなかった 

結果の公

表 
☐有 □無 時期  

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成 31 年 2 月 

 

■アンケート調査 

予 定 結 果 

調査方法  調査方法  

実施時期   月 実施時期 平成 年 月 日～平成 年 月 日 

実施回数   回 実施回数   回 

対象者  対象者  

配布数  配布数   件 

回収数   件（回収率  ％） 回収数   件（回収率  ％） 

予算内訳  費用内訳  

 

■その他 

予定 結果 
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４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

 

【評価を受けての対応】 

 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

北広島市国民健康保険税条例の一部改正にあたり、国民健康保険運営協議会での審議、答申内容を反映させ、
パブリックコメントを実施し市民に広く意見を求めた。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

☑審議会等 

条例改正案について審議が行われ、様々な立場からの意見をもらうことができた。 
□市民説明会等 

 
☑パブリックコメント 

 意見の提出はなかったが、市民へ広く周知することができた。 
□アンケート調査 

 
□その他（        ） 

 

 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
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平成 30 年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

整理 
番号 

2-3 事業名 子ども・子育て支援プランの変更 

部課名 子育て支援部 子ども家庭課 
対象事業等の 

区分 

(1)市の基本構想、基本計画その他市の基本的な

事項を定める計画の策定又は変更 

１ 事業概要 

概要 
平成 27 年度から 5 か年の計画期間における地域の子育て支援の需要と供給に関する計画につい

て、保育の需要の状況を踏まえ、平成 31 年度の必要利用定員総数などを変更する。 

２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

 専門的な分野において議論する必要があるため（構成メンバー：子ども・子育て支援に関し学識経験を有す

る者、子どもの保護者であって公募に応募した者） 

□市民説明会等 

  

☑パブリックコメント 

市民へ広く周知し、意見を求めるため。 

□アンケート調査 

 

□その他（      ） 

 

３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
 

会議等の

名称 
北広島市子ども・子育て会議 

開催時期  開催時期 平成 30 年 5 月～7月 

開催日 
 開催時間帯 日中 

開催日 
5 月 25 日、 

7 月 23 日 

開催時間帯 18 時 30 分～ 

回数  回数 2 回 

委員の募

集時期 
 

募集時期 平成 29 年度募集済み 

公募枠 2 人 応募者数 3 人 結果 2 人 

委員の選

出方法 
 

委員の選

出方法 
団体からの推薦及び公募市民 

委員人数  委員人数 10 人 出席率 90％ 

委員構成

内訳 

 委員構成

内訳 

公募市民 2 人  団体代表 7人 

学識経験者 1 人  その他  人 
会議開催

予定 
□公開  □非公開 

会議開催

状況 
☑公開 □非公開 傍聴人数 1 人 

開催日等 

周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 委員報酬 円   交通費  円 費用内訳 委員報酬 96,000 円 交通費 7,901 円 
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■市民説明会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

開催時期 月 開催時間帯  開催日  開催時間  

開催内容 
□市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 
開催内容 

□市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 

回数  回数  回 

場所  場所  

参加人数  参加人数  人 

対象者   参加内訳  

周知方法 
□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（ ） 
周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 報償費 円 役務費 円 費用内訳  

 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
 

意見提出

期間 
平成 30 年 6 月 15 日～7月 15 日 

日数  日数 31 日間 

周知方法 
□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 □無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数  件 提出結果 0 件 

実施にあ

たり工夫

すること 

 
意見の取

り扱い 
 

結果の公

表 
□有 □無 時期  

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成 30 年 7 月 

 

■アンケート調査 

予 定 結 果 

調査方法  調査方法  

実施時期   月 実施時期 平成 年 月 日～平成 年 月 日 

実施回数   回 実施回数   回 

対象者  対象者  

配布数  配布数   件 

回収数   件（回収率  ％） 回収数   件（回収率  ％） 

予算内訳  費用内訳  

 

■その他 

予定 結果 
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４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

□適切である □概ね適切である □適切でない 

【評価を受けての対応】 

 

 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

計画の変更について、審議会、パブリックコメントによる意見等はなく、原案通り計画を変更した。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

☑審議会等 

計画の変更について審議会に諮り、意見等はなかった。 
 
□市民説明会等 

 
☑パブリックコメント 

パブリックコメントによる意見等の提出はなかった。 
 
□アンケート調査 

 
□その他（        ） 

 

 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
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平成 30 年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

整理 
番号 

2-4 事業名 まちづくり基本構想・基本計画（防災食育施設整備） 

部課名 学校給食センター 
対象事業等の 

区分 

(8)公共施設の設置に係る計画の策定、変更又は

廃止 

１ 事業概要 

概要 

市内全小学校に学校給食を提供している学校給食センターは、建設後 44 年が経過し施設の狭隘 

老朽化により、調理に支障が生じる恐れがあるほか、学校給食衛生管理基準に一部対応できない

状況となっている。 

 当該施設は、本市の地域防災計画において炊き出し施設として位置付けられているが、現在地

は洪水ハザードマップによると最大３ｍから５ｍの浸水が想定されている状況にある。 

 このことから災害時の炊き出し機能や防災活動、平常時の有効活用として炊き出し訓練を兼ね

ることが可能な学校給食調理場など、食育機能を併せ持つ複合施設として新たな小学校給食調理

場の整備を進めることとした。 

 施設整備を進めるにあたり、基本方針、整備地の選定、防災機能・食育機能を持つ整備内容な

どを定める基本計画を策定する。 

２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

 新たな給食調理場整備における基本計画ついて、基本的な考え方、整備予定地の選定、防災機能、食育機能

などについて意見を求めるため。 

☑市民説明会等  

 安全で安心な学校給食の提供につながるよう、基本計画について意見を求めるため。 

☑パブリックコメント 

 市民へ広く周知し、意見を求めるため。 

□アンケート調査 

□その他（      ） 

３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
 

会議等の

名称 
小学校給食運営委員会・中学校給食運営委員会 

開催時期  開催時期 平成 30 年 12 月～平成 31年 2 月 

開催日  開催時間帯  開催日 12/6、2/7 開催時間帯 夜間 

回数  回 回数 2 回 

委員の募

集時期 
 

募集時期 平成 30 年 3 月 

公募枠 0 人 応募者数 0 人 結果 0 人 

委員の選

出方法 
 

委員の選

出方法 
各種機関からの推薦 

委員人数  人 委員人数 各 13人 出席率 77％ 

委員構成

内訳 

公募市民   人  団体代表者  人 

学識経験者  人 
委員構成

内訳 

公募市民  人  団体代表  人 

学識経験者  人  その他 13 人（小中とも） 
会議開催

予定 
☐公開  □非公開 

会議開催

状況 
☑公開 □非公開 傍聴人数 0 人 

開催日等 

周知方法 

□広報 ☐HP ☐担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 
委員報酬    円 交通費    円 

費用内訳 
委員報酬 小：108,000 円 中：114,000 円 

交通費：小：8,436 円 中：6,993 円 
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■市民説明会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

開催時期  開催時間帯  開催日 
平成 30 年 11 月

～平成 31 年 1月 
開催時間 日中及び夜間 

開催内容 
□市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 
開催内容 

☑市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 

回数 回 回数 3 回 

場所  場所 市役所委員会室、多目的室、ふれあい学習センター 

参加人数 人 参加人数 61 人 

対象者  参加内訳 市民 

周知方法 
□広報 □HP ☐担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（ ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳  費用内訳  

 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出時

期 
 

意見提出期

間 
平成 30年 12月 21日～平成 31年 1月 21日 

日数  日数 31 日間 

周知方法 
□広報 ☐HP □担当課窓口 □出先機関等行政資料

コーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料

コーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

☐有 □無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数  件 提出結果 0 件、0人 

実施にあた

り工夫する

こと 

 
意見の取り

扱い 
 

結果の公表 □有 □無 時期  結果の公表 ☑有 □無 時期 平成 31 年 1 月 

 

■アンケート調査 

予 定 結 果 

調査方法  調査方法  

実施時期   月 実施時期 平成 年 月 日～平成 年 月 日 

実施回数   回 実施回数   回 

対象者  対象者  

配布数  配布数   件 

回収数   件（回収率  ％） 回収数   件（回収率  ％） 

予算内訳  費用内訳  

 

■その他 

予定 結果 
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４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

【評価を受けての対応】 

 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

 市民説明会及び小学校・中学校給食運営委員会での説明やパブリックコメントでの周知を経て原案を作成し
た。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

☑審議会等 

各委員に基本構想及び基本計画を説明し、原案について了承を得た。 
 
☑市民説明会等 

市民説明会において基本構想及び基本計画を説明し、市民と意見交換を行った。 
 
☑パブリックコメント 

提出された意見はなかった。 
 
□アンケート調査 

 
□その他（        ） 

 

 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
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平成 30 年度 市民参加実施状況評価調書 

整理 
番号 

2-5 事業名 北広島市観光基本計画について 

部課名 経済部観光振興課 
対象事業等の 

区分 

(1)市の基本構想、基本計画その他市の基本的な

事項を定める計画の策定又は変更 

１ 事業概要 

概要 
「にぎわいと魅力あるまち 北広島」を基本理念とし、「都市型観光」を推進するために平成 26

年に策定した北広島市観光基本計画を改訂する。 

２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

観光基本計画の改訂にあたり、幅広い分野の専門的知識を有する者からの意見を反映させるため、懇話会を開

催する。（構成メンバー：観光協会、観光事業者、学識経験者、公募市民、その他） 

□市民説明会等 

 

☑パブリックコメント 

市民へ広く周知し、意見を求めるため。（対象：市民） 

□アンケート調査 

 

□その他（      ） 

 

３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
 

会議等の

名称 
北広島市観光基本計画懇話会 

開催時期  開催時期 平成 30 年 12 月～平成 31年 1 月 

開催日  開催時間帯  開催日 平日 開催時間帯 18 時 30 分から 

回数  回 回数 2 回 

委員の募

集時期 
 

募集時期 平成 31 年 12 月 1 日～12月 14 日 

公募枠 1 人 応募者数 4 人 結果 1 人 

委員の選

出方法 
 

委員の選

出方法 

公募市民については、男女比、年齢構成、地

域構成及び他の審議会等の委員との兼職状

況等を考慮して選考する。 

委員人数  人 委員人数 7 人 出席率 100％ 

委員構成

内訳 

公募市民   人  団体代表者  人 

学識経験者  人 
委員構成

内訳 

公募市民  1 人  団体代表  4 人 

学識経験者  1人  その他  1 人 

 
会議開催

予定 
☐公開  □非公開 

会議開催

状況 
☑公開 □非公開 傍聴人数 1 人 

開催日等 

周知方法 

□広報 ☐HP ☐担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 委員報酬    円 交通費    円 費用内訳 委員報酬 50,000 円 交通費 5,846 円 
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■市民説明会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

開催時期  開催時間帯  開催日  開催時間  

開催内容 
☐市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 
開催内容 

□市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

□その他 

回数  回 回数  回 

場所  場所  

参加人数  人 参加人数  人 

対象者  参加内訳  

周知方法 
□広報 ☐HP ☐担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（対象者に通知） 
周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳  円 費用内訳  

 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
 

意見提出

期間 
平成 31 年 2 月 1 日～3月 2日 

日数  日数 30 日間 

周知方法 
☐広報 ☐HP ☐担当課窓口 ☐出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

☐有 □無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数  件 提出結果 0 件、0人 

実施にあ

たり工夫

すること 

 
意見の取

り扱い 
案は修正しなかった 

結果の公

表 
☐有 □無 時期  

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成 31 年 3 月 

 

■アンケート調査 

予 定 結 果 

調査方法  調査方法  

実施時期   月 実施時期 平成 年 月 日～平成 年 月 日 

実施回数   回 実施回数   回 

対象者  対象者  

配布数  配布数   件 

回収数   件（回収率  ％） 回収数   件（回収率  ％） 

予算内訳  費用内訳  

 

■その他 

予定 結果 
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４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

 

【評価を受けての対応】 

 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

パブリックコメントによる意見提出はなかったが、観光基本計画懇話会において幅広い分野の専門的知識を有
する者からの意見を聴取することができた。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

☑審議会等 

観光基本計画の改訂案のほか、市の観光施策について幅広く意見をもらった。 
 
□市民説明会等 

 
☑パブリックコメント 

意見の提出はなかったが、市民に対し広く周知した。 
 
□アンケート調査 

 
□その他（        ） 

 

 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 

 

 

 

 

 


